
★
第
訓
回
神
戸
中
央
合
唱
団
音
楽
会

叫
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
文
化
大

ホ
ー
ル
一
○
○
○
円

★
倉
田
澄
子
チ
ェ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル

叫
日
（
土
）
７
時
県
民
小
劇
場

一
五
○
○
円

★
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
音
楽
の
旅

晦
日
（
日
）
２
時
明
石
市
民
会
館

民
音
／
二
一
○
○
円

☆
加
山
雄
三

鵡
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
国
際
会

館
Ｓ
・
四
○
○
○
円
Ａ
・
三
○
○

○
円
Ｂ
・
二
○
○
○
円
Ｃ
・
一
○

○
○
円

★
都
は
る
み

灯
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

民
音
・
二
五
○
○
側

☆
岩
城
宏
之
／
大
フ
ィ
ル

班
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

民
音
・
二
三
○
○
円

★
内
山
田
洋
と
ク
ー
ル
・
フ
ァ
イ
ブ

幻
日
（
土
）
①
１
時
②
５
時
半

神
戸
国
際
会
館
Ａ
・
二
五
○
○
円

Ｂ
・
二
○
○
○
円

☆
中
村
紘
子
・
海
野
義
雄
・
堤
剛

郡
日
（
木
）
７
時
西
宮
市
民
会
館

Ｓ
・
二
九
○
○
円
Ａ
・
二
六
○
○
円

Ｂ
，
二
二
○
○
円

☆
大
阪
フ
ィ
ル
定
期
演
奏
会

鰯
日
（
木
）
７
時
大
阪
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
ホ
ー
ル
指
仰
／
朝
比
奈
隆

独
唱
／
坂
本
環
、
藤
川
賀
代
子
、
林
誠

三
室
尭

★
矢
沢
永
吉

”
日
（
金
）
６
時
半
姫
路
市
文
化
セ

ン
タ
ー
二
八
○
○
円

八
演
劇
Ｖ

★
働
く
者
の
演
劇
教
室
公
演
「
向
風
」

叩
日
（
火
）
ｎ
日
（
水
）
６
時
半

県
民
小
劇
場
九
○
○
円

☆
民
芸
『
雨
」

旭
日
（
水
）
ｌ
即
日
（
金
）
６
時
晦
分

皿
日
（
土
〉
①
１
時
半
②
６
時
晦
分

浬
日
（
日
）
１
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
神
戸
労
演
／
一
九
○
○
円

☆
民
音
夏
の
子
供
劇
場
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ら
く
だ
い
天
使
ペ
ン
キ
イ
」

露
日
（
土
）
①
哩
時
②
３
時

加
日
（
金
）
６
時
半
瓢
日
（
上
）
①

２
時
②
６
時
半
型
日
（
日
）
旭
時

半
Ｓ
Ｓ
・
四
○
○
○
円
Ｓ
・
三
○

○
○
円
Ａ
・
二
○
○
○
円
Ｂ
・
一

五
○
○
円

☆
第
四
回
神
戸
能
楽
教
室

型
日
（
土
）
１
時
半
淡
川
神
社
能
楽

殿
三
○
○
○
円
（
８
／
岨
、
９
／
１

三
回
通
し
券
・
八
○
○
○
円
）

☆
洋
舞
家
漉
会
合
同
公
演

妬
日
（
水
）
６
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
八
○
○
円

★
上
月
倫
子
バ
レ
エ
ス
ク
ー
ル
発
表
会

墾
日
（
土
）
４
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
一
二
○
○
円

☆
映
画
会
「
ガ
キ
大
将
行
進
曲
」
他

酌
日
（
間
）
①
、
時
②
２
時
半
③

３
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル
前
売
・

五
○
○
円
当
Ｈ
・
六
○
○
円

★
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
・
バ
レ
エ

「
ジ
ゼ
ル
・
一

【
☆
神
戸
の
催
し
物
ご
案
内
】

加
日
（
火
）
７
時
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
二
八
○
○
円
Ａ
・
二
五
○
○
円

Ｂ
・
二
○
○
○
円

★
石
井
好
子
・
戸
川
昌
子
・
水
森
亜
土
・

堀
郁
子

ｕ
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
三
○
○
○
円
Ａ
・
二
五
○
○
円

Ａ
音
楽
Ｖ

★
添
田
孝
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

３
日
（
火
）
７
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
一
○
○
○
円

★
井
上
直
幸
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

４
日
（
水
）
７
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
Ａ
・
二
○
○
○
円
Ｂ
・
一
五
句

○
円
Ｃ
・
一
○
○
○
円

☆
永
井
龍
雲

６
日
（
金
）
６
時
半
湾
屋
ル
ナ
ホ
ー

ル
Ａ
・
一
五
○
○
円
Ｂ
・
一
三
○

○
円

☆
神
戸
学
生
マ
ン
ド
リ
ン
連
盟
演
奏
会

６
日
（
金
）
６
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
四
○
○
円

☆
田
端
義
夫

７
日
（
土
）
①
３
時
②
６
時
神
戸

国
際
会
館
Ｓ
・
三
○
○
○
円
Ａ
・

二
五
○
○
円
Ｂ
・
二
○
○
○
円

☆
高
山
殿

７
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル
一
八
○
○
円

★
ハ
イ
フ
ァ
イ
セ
ッ
ト

７
月

神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル
九
○
○
円

八
そ
の
他
Ｖ

☆
ア
バ
・
ザ
・
ム
ー
ビ
ー

６
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
文
化
小
ホ

ー
ル
前
売
・
一
○
○
○
円
当
旧
・

一
三
○
○
円

☆
市
民
映
画
劇
場

一
誰
が
為
に
誼
は
な
る

加
日
（
火
）
唾
日
（
木
）
６
時
半

哩
日
（
土
）
２
時
神
戸
文
化
小
ホ
ー

ル
四
九
九
円

☆
天
守
物
語

☆
闇
‘
霞

篭 神僻 の§
永井龍雲ハイファイ。セット
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鍔鰐

●
愛
読
者
招
待
席

抑
一
脚
っ
子
読
者
を
左
記
の
雌
物
に
ご
招

待
致
し
ま
す

☆
内
山
田
洋
と
ク
ー
ル
・
フ
ァ
イ
ブ

７
月
型
日
（
土
）
①
１
時
、
５
時
半

神
戸
国
際
会
館

★
第
四
回
神
戸
能
楽
教
室
・
第
一
日
目

一

皿
頁
（
火
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
Ｓ
・
七
○
○
○
円
Ａ
・
六
○

○
○
円
Ｂ
・
五
○
○
○
円
Ｃ
・
四

○
○
○
円
学
生
・
二
○
○
○
円

７
月
哩
日
（
土
）
１
時
半

淡
川
神
社
能
楽
殿

出
波
／
吉
井
順
一
、
藤
井
徳
三
ほ
か

ご
希
望
の
方
は
葉
書
に
住
所
・
氏
名
・

年
令
・
職
業
を
明
記
の
上
、
神
戸
っ
子

編
築
室
『
ク
ー
ル
・
フ
ァ
イ
ブ
招
待
」

「
能
楽
教
室
招
待
」
の
係
ま
で

●
愛
読
者
優
待
席

神
一
戸
っ
子
読
者
に
左
記
の
ス
テ
ー
ジ
を

割
引
優
待
致
し
ま
す

★
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
・
バ
レ
エ

「
ジ
ゼ
ル
」

７
月
誕
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
文
化

大
ホ
ー
ル

Ｓ
・
七
○
○
○
円
Ａ
・
六
○
○
○
円

Ｂ
・
五
○
○
○
円
Ｃ
・
四
○
○
○
円

を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

☆
ハ
ン
ガ
リ
ー
少
年
少
女
合
唱
団

８
月
３
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
文
化

大
ホ
ー
ル

Ａ
・
二
五
○
○
円
Ｂ
・
二
二
○
○
円

Ｃ
・
一
八
○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

★
第
胴
回
あ
じ
さ
い
音
楽
会

ジ
ャ
ン
・
ピ
ェ
ー
ル
・
ラ
ン
パ
ル

持
田
洋
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

９
月
幻
日
（
金
）
７
時
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル

特
別
出
演
／
●
チ
ェ
ン
バ
ロ
・
小
林
道
夫

Ａ
・
三
○
○
○
円
Ｂ
・
二
五
○
○
円

を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

ご
希
望
の
方
は
電
話
か
莱
響
で
神
戸
っ

子
細
集
室
・
優
待
係
（
川
崎
）
ま
で

坂寅雫＝郡ロジゼル１１
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１５

駒

し
た
こ
と
、
前
回
に
記
述
し
た
と
お
り
。
旧
舎
屋
は
太
陽
直
射
を

観
覧
ガ
ラ
ス
面
に
受
け
る
こ
と
で
少
し
で
も
熱
を
受
け
よ
う
と
い

う
方
式
だ
っ
た
た
め
、
光
の
角
度
に
よ
っ
て
、
ハ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

起
こ
し
、
室
内
が
見
え
に
く
い
と
い
う
最
大
の
難
点
が
あ
っ
た
。

だ
が
、
こ
の
ほ
ど
新
設
さ
れ
た
太
陽
舎
は
、
飼
育
ケ
ー
ジ
を
全
て

室
内
に
内
蔵
。
ま
あ
い
う
な
れ
ば
、
水
族
館
方
式
で
あ
る
。
背
面

の
熱
帯
植
物
ゾ
ー
ン
か
ら
の
採
光
と
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
に
よ
っ

て
、
ワ
ニ
や
ヘ
ビ
は
パ
ー
と
鮮
や
か
な
明
る
さ
で
、
非
常
に
見
や

す
く
な
っ
て
い
る
。

だ
が
、
と
、
い
う
こ
と
は
逆
に
観
覧
通
路
が
、
や
や
暗
く
な
っ

て
い
る
訳
だ
。
そ
れ
で
な
く
て
も
、
ワ
ニ
や
ヘ
ビ
と
い
う
こ
と
ば

を
耳
に
し
た
だ
け
で
も
、
身
の
毛
が
…
…
と
い
う
み
な
さ
ま
方
の

こ
と
、
館
内
に
一
歩
踏
み
入
れ
た
瞬
間
、
バ
ー
と
吹
き
お
ろ
し
て

く
る
エ
ア
ー
ド
ア
の
風
圧
で
は
つ
と
身
を
ひ
き
し
め
、
そ
し
て
、

強
化
ガ
ラ
ス
を
透
し
て
せ
ま
っ
て
く
る
、
ワ
ニ
や
オ
オ
ト
カ
ゲ
、

そ
し
て
ニ
シ
キ
ヘ
ビ
と
次
々
早
ま
る
足
を
お
さ
え
、
人
の
流
れ
に

動
い
て
は
止
ま
り
、
ま
た
次
の
ケ
ー
ジ
ヘ
と
太
陽
舎
の
中
ほ
ど
ま

で
進
ん
で
き
た
ら
急
に
ヒ
ト
留
の
中
に
入
り
こ
ん
で
し
ま
っ
た
。

【
洞
窟
式
夜
行
性
動
物
舎
】

騨
鴬
輔

お
よ
そ
三
○
年
前
馬
糞
や
ゾ
ウ
の
糞
を
敷
き
つ
め
そ
の
上
に
ム

シ
ロ
を
重
ね
、
そ
の
発
酵
熱
を
利
用
し
た
床
暖
房
、
格
好
よ
く
い

え
ば
馬
糞
式
フ
ロ
ア
ー
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
際
に
作
っ
て
、
ニ
シ

キ
ヘ
ビ
や
ワ
ニ
を
越
冬
さ
せ
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
し
て
、
石
炭
ス
ト
ー
ブ
時
代
か
ら
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
ガ
ス
暖

房
、
さ
ら
に
赤
外
線
暖
房
が
導
入
さ
れ
、
木
造
肥
虫
舎
か
ら
、
鉄

筋
ブ
ロ
ッ
ク
、
強
化
ガ
ラ
ス
張
り
鵬
虫
舎
が
新
設
さ
れ
た
の
が
二

十
年
前
。

冬
期
の
太
陽
直
射
を
強
化
ガ
ラ
ス
越
し
に
最
大
限
受
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ワ
ニ
や
ヘ
ビ
の
飼
育
舎
が
温
め
ら
れ
る
ｕ
天
窓
は
、

当
時
開
発
途
上
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
採
光
窓
も
導
入
し
た
。
さ
ら

に
年
間
八
カ
月
は
室
内
飼
育
さ
れ
る
肥
虫
類
に
、
紫
外
線
問
題
を

考
慮
、
毎
年
六
月
１
九
月
末
ま
で
は
、
裏
側
に
オ
ー
プ
ン
飼
育
場

を
設
け
、
ニ
シ
キ
ヘ
ピ
三
、
ワ
ニ
五
、
ゾ
ウ
ガ
メ
ニ
、
オ
オ
ト
カ

ゲ
五
な
ど
を
太
陽
直
射
下
、
土
の
運
動
場
で
飼
育
す
る
と
い
う
、

二
シ
ー
ズ
ン
飼
育
式
肥
虫
舎
を
考
案
し
た
当
時
の
園
長
は
二
代
目

山
本
鎮
郎
園
長
だ
っ
た
。

さ
ら
に
本
年
四
月
二
十
日
総
工
費
二
億
五
千
万
を
投
入
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
時
代
に
対
応
す
る
太
陽
舎
が
は
な
ば
な
し
く
デ
ビ
ュ
ー

噸
…
；
卜

＜りくりお目々のカワユイースローロリス

つ亨▼一
三一一g の

Ｄときはちゃんと反対にぶらさがり
十一古エ、

全理堅濡鶏平行性動物をゆっくり見れ
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い
う
別
名
を
頂
戴
し
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、
そ
の
愛
き
ょ
う
あ
る

動
き
に
、
こ
こ
で
ま
た
足
止
め
を
誘
わ
れ
て
し
ま
う
。
イ
ン
ド
か

ら
東
南
ア
ジ
ア
の
森
林
に
住
み
、
早
寝
、
早
起
き
の
完
全
な
夜
行

性
し
か
も
樹
上
性
だ
か
ら
滅
多
と
地
上
に
降
り
て
こ
な
い
。
他
の

キ
ン
カ
ジ
ュ
ー
や
ガ
ラ
ゴ
が
、
到
着
の
翌
日
に
は
平
気
で
採
食
し

は
じ
め
た
が
、
こ
の
お
ど
け
た
彼
等
は
暗
闇
の
住
民
な
ん
だ
か
ら
、

夜
な
ど
の
心
配
は
先
ず
要
ら
な
い
と
、
た
か
を
喰
っ
て
い
た
ら
、

な
ん
と
ま
あ
、
憶
病
そ
の
も
の
も
ぐ
り
こ
ん
で
巣
箱
か
ら
全
員

が
、
顔
を
見
せ
は
じ
め
る
の
に
一
カ
月
も
要
し
た
。
も
ち
ろ
ん
原

猿
類
だ
か
ら
、
こ
れ
で
も
お
サ
ル
の
仲
間
、
耳
に
次
い
で
手
足
を

じ
っ
く
り
見
て
頂
き
た
い
。
小
さ
い
な
が
ら
も
ヒ
ト
の
手
指
に
似

て
お
り
、
そ
の
果
物
を
握
り
持
つ
手
指
の
シ
メ
も
ま
さ
に
人
類
と

同
じ
で
あ
る
。

さ
て
、
続
い
て
、
お
待
た
せ
致
し
ま
し
た
。
な
ん
と
い
い
ま
し

ょ
う
か
全
身
を
ヨ
ロ
イ
で
包
み
こ
み
、
し
か
も
ま
る
で
戦
場
に
向

か
お
う
と
す
る
騎
士
の
よ
う
な
、
こ
の
奇
妙
な
動
物
。

【
こ
れ
が
、
ア
ル
マ
ジ
ロ
】

南
ア
メ
リ
カ
に
住
む
彼
等
も
ま
た
夜
行
性
が
強
く
、
陽
が
沈
む

と
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
よ
う
に
動
き
出
し
、
エ
サ
場
に
寄
り
集
ま

っ
て
く
る
。
こ
の
丈
夫
な
防
具
に
さ
す
が
の
コ
ヨ
ー
テ
も
歯
が
た

た
ぬ
と
見
え
、
大
て
い
の
場
合
見
逃
し
て
し
ま
う
と
い
う
。
そ
れ

も
そ
の
は
ず
、
彼
ら
は
危
い
と
見
え
た
ら
、
決
し
て
戦
わ
な
い
。

さ
っ
と
水
に
飛
び
こ
み
、
難
を
の
が
れ
た
あ
と
、
敵
の
立
ち
去
る

の
を
待
ち
、
再
び
周
辺
の
田
畑
に
出
没
し
て
は
、
強
力
な
手
の
爪

で
、
土
を
掘
り
回
っ
て
、
ミ
ミ
ズ
、
ヘ
ビ
、
ト
カ
ゲ
、
カ
タ
ツ
ム

リ
、
な
ど
を
好
食
す
る
食
虫
性
で
あ
る
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
虫
ば
か
り
を
常
食
に
飼
育
す
る
こ
と
至
難
な

こ
と
、
そ
こ
で
、
馬
肉
の
ミ
ン
チ
に
ト
マ
ト
ジ
ュ
Ｉ
ス
、
生
卵
、

リ
ン
ゴ
を
そ
ろ
り
と
ミ
キ
シ
ン
グ
。
そ
う
し
た
ひ
き
肉
流
動
食
を

歯
の
な
い
ク
チ
先
と
長
い
舌
を
使
っ
て
、
す
る
す
る
と
砥
め
る
よ

う
に
し
て
食
べ
る
姿
、
毎
日
三
時
半
頃
の
餌
時
に
見
る
機
会
に
め

ぐ
り
あ
わ
れ
た
ら
、
じ
っ
く
り
そ
の
食
性
を
知
っ
て
頂
き
た
い
の

で
あ
る
。

八
王
子
動
物
園
学
芸
員
／
写
真
も
Ｖ

１
１１６

擬
岩
の
出
来
ば
え
に
暗
さ
が
加
わ
る
か
ら
だ
ろ
う
か
、
ニ
シ
キ

ヘ
ビ
を
見
た
あ
と
、
次
の
夜
行
性
ゾ
ー
ン
へ
の
通
路
で
ど
な
た
も

が
い
っ
た
ん
停
滞
な
さ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
よ
り
〃
夜
行
性
動
物

舎
〃
と
表
示
板
の
あ
る
横
か
ら
、
巨
大
な
洞
窟
通
路
に
な
っ
て
い

る
が
、
明
る
さ
を
さ
え
ぎ
る
た
め
、
そ
の
洞
窟
が
Ｓ
字
に
曲
り
く

ね
っ
て
い
る
の
で
、
な
お
の
こ
と
、
ヒ
ヤ
リ
と
さ
せ
、
闇
の
世
界

へ
の
効
果
を
十
分
あ
げ
て
い
る
。
や
っ
と
く
ぐ
り
抜
け
、
う
す
暗

い
通
路
が
広
が
り
、
そ
の
闇
の
中
に
う
っ
す
ら
と
赤
い
光
に
浮
か

ん
で
見
え
る
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ジ
が
ず
ら
り
と
続
く
。

【
フ
ル
ー
ツ
が
主
食
の
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
】

う
わ
Ｉ
、
で
っ
か
い
コ
ウ
モ
リ
、
そ
れ
が
ま
あ
、
鈴
な
り
に
ぷ

ら
下
っ
て
い
る
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
暗
闇
に
青
白
く
光
る
眼

に
、
つ
い
吸
血
コ
ウ
モ
リ
を
連
想
さ
せ
、
ど
な
た
の
肝
も
ヒ
ヤ
リ

と
さ
せ
る
に
ち
が
い
な
い
。
何
せ
体
長
約
二
十
五
セ
ン
チ
、
ち
ょ

う
ど
折
り
た
た
み
が
さ
位
、
そ
れ
が
十
七
頭
、
ず
ら
り
と
逆
吊
り

の
ま
ま
固
ま
り
、
じ
１
つ
と
静
ま
っ
て
い
る
で
な
く
、
そ
の
逆
さ

吊
り
の
ま
ま
で
何
や
と
争
い
、
遊
ん
で
い
る
風
だ
。

夏
の
夕
暮
れ
に
舞
う
体
長
六
セ
ン
チ
位
の
小
さ
な
キ
ク
ガ
シ
ラ

コ
ゥ
モ
リ
が
食
虫
性
で
あ
る
こ
と
は
ご
存
知
の
と
お
り
。
だ
が
、

こ
の
巨
大
な
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
の
食
性
が
、
な
ん
と
ま
あ
、
植
物
性

食
。
特
に
果
物
が
主
食
。
バ
ナ
ナ
、
リ
ン
ゴ
、
ミ
カ
ン
、
む
し
サ

ツ
マ
イ
モ
で
あ
る
。
し
か
も
ぶ
ら
下
っ
た
ま
ま
逆
さ
で
食
べ
る
も

の
だ
か
ら
、
大
半
の
エ
サ
を
地
上
に
落
し
て
し
ま
う
と
い
う
、
少

々
手
の
か
か
る
彼
等
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
逆
さ
に
食
べ
て
、
さ
て
、
排
出
物
は
ど
う
な
る
ん

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
、
ま
あ
、
な
ん
と
、
顔
を
持
ち
あ
げ
、
ひ

ょ
い
と
半
回
転
、
頭
が
上
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
る
と
、
下
に
な

っ
た
お
尻
か
ら
ピ
ュ
ー
ッ
と
小
水
が
と
ん
だ
。
次
に
さ
ら
っ
と
し

た
ウ
ン
コ
も
落
ち
た
。
な
る
ほ
ど
ね
、
や
っ
ぱ
り
飛
ぶ
た
め
の
翼

を
汚
さ
ず
、
〃
有
事
〃
に
備
え
て
い
る
ん
だ
と
思
え
て
な
ら
な
い
。

【
ま
さ
に
録
画
の
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
、
口
リ
ス
一
家
】

さ
て
、
そ
の
お
隣
り
が
、
眼
ぱ
っ
ち
り
、
夜
行
動
物
の
代
表
ス

ロ
ー
ロ
リ
ス
が
五
頭
、
設
け
た
木
の
枝
を
音
も
な
く
落
ち
る
こ
と

も
な
く
、
わ
た
り
歩
い
て
い
る
。
道
化
ザ
ル
、
ノ
ロ
マ
ザ
ル
、
と
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Ⅱ潮

圃
謬
顎
哨

☆
ヤ
ン
グ
日
本
酒
フ
ァ
ン

の
集
い

若
い
男
性
ば
か
り
が
集
ま
っ

て
い
る
の
か
と
思
っ
た
ら
、
４

割
は
女
性
と
い
う
〃
ヤ
ン
グ
日

本
酒
フ
ァ
ン
の
集
い
〃
。

兵
庫
県
清
酒
青
年
協
議
会
が

初
め
て
「
若
も
の
に
日
本
酒
を
」

と
元
町
の
鳳
月
堂
ホ
ー
ル
で
ア

ピ
ー
ル
す
る
パ
ー
テ
ィ
を
５
月

１
日
に
開
い
た
。

履E零雷玲な難:舞鶴錨

１や患ク

灘

逢鑑遇. …謡騨熱鎮

農I 毒蕊ブ頴翼
一M＃錨癖恥:~５.雷.~診

鐙集しiI皇

★
ブ
ル
ッ
ク
ボ
ン
ド
の

奥
様
の
つ
ど
い
第
１
回

紅
茶
の
ブ
ル
ッ
ク
ポ
ン
ド

が
、
神
戸
市
内
の
ミ
セ
ス
を
対

象
に
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
を
定
期
的

に
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。
講
師

の
先
生
を
お
招
き
し
て
お
話
を

き
い
て
、
あ
と
食
事
と
紅
茶
を

楽
し
み
味
わ
う
会
。

第
１
回
目
は
５
月
配
日
北
野

町
の
ビ
ス
ト
ロ
・
ド
ゥ
・
リ
ヨ

ン
で
神
戸
女
学
院
大
学
の
小
関

三
平
先
生
の
お
話
で
開
か
れ

横山ホットブラザーズの面々と賑やかな
人形銀婚式の竹村まことさん。

☆
神
戸
の
集
い
か
ら

兵庫県清酒青年漉議今のメンバーが集まって

☆
メ
チ
ャ
メ
チ
ャ
オ
モ
シ
ロ
イ

ま
こ
ち
ゃ
ん
の
人
形
銀
婚
式

「
ほ
ん
ま
に
神
戸
っ
子
は
パ
ー

テ
ィ
が
好
つ
き
や
な
あ
。
遊
ぶ

の
ん
上
手
や
な
あ
」
（
ピ
コ
の

ひ
と
り
ご
と
）
５
月
哩
日
（
土
）

６
時
か
ら
生
田
神
社
会
館
４
Ｆ

で
開
か
れ
た
竹
村
ま
こ
と
舞
台

生
活
坊
年
記
念
の
、
ピ
コ
と
マ

コ
の
人
形
銀
婚
式
は
“
愉
快
だ
っ

た
。
花
柳
五
三
輪
チ
ー
ム
の
神

撫
太
鼓
に
続
い
て
大
僧
正
の
福

田
さ
ん
と
小
池
さ
ん
に
よ
る
銀

婚
セ
レ
モ
ニ
ー
に
、
ピ
コ
は
び

っ
く
り
。
妬
年
の
舞
台
人
に
ふ

さ
わ
し
く
司
会
も
、
小
崎
く
に

子
、
小
山
乃
里
子
、
西
津
障
さ

ん
と
バ
ト
ン
を
渡
す
豪
華
版
。

中
井
一
夫
元
市
長
の
乾
杯
の
音

い
時
代
に
合
わ
せ
た
こ
の
冷
酒

に
気
軽
に
親
し
ん
だ
よ
う
。
兵

庫
県
に
あ
る
酒
造
会
社
の
社
長

一
一
世
た
ち
汚
名
が
考
え
だ
し
た

ヤ
ン
グ
ア
タ
ッ
ク
だ
。

1１７ 鴬

識
ら

蟻

落
語
家
の
笑
福
亭
松
葉
と
小

鶴
の
司
会
で
「
日
本
酒
の
飲
み

方
い
ろ
い
ろ
」
を
岩
本
俊
彦
さ

ん
が
、
「
お
酒
に
関
す
る
何
で

も
質
問
コ
ー
ナ
」
で
は
、
榊
晴

夫
、
鄭
正
秀
、
辰
馬
寛
男
、
山

路
久
治
郎
さ
ん
ら
が
回
答
者
に

な
っ
て
、
若
者
た
ち
の
日
本
酒

へ
の
素
朴
な
質
問
に
応
え
た
。

約
刷
名
の
参
加
者
は
、
冷
や

し
て
飲
む
４
合
滅
の
各
社
の
原

酒
に
舌
鼓
打
ち
な
が
ら
、
新
し

j 緯､

諦演とティータイムのミセスのサロンです

頭
で
約
二
○
○
名
の
蝶
零
手
、
友

人
、
弟
子
達
が
銀
婚
式
を
祝
う
。

横
山
ホ
ッ
ト
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
音

楽
シ
ョ
ー
、
人
形
二
体
と
三
人

で
唄
う
三
重
奏
を
ま
こ
ち
ゃ
ん

が
初
演
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
サ
ン

バ
で
会
場
は
大
円
舞
と
相
成
っ

た
。

た
。
お
話
の
テ
ー
マ
は
「
湖
ん

で
る
女
に
駄
目
男
」
と
、
ど
う

も
男
性
形
無
し
。
集
ま
っ
た
釦

人
の
ミ
セ
ス
た
ち
大
喜
び
で
あ

り
ま
し
た
。

鰯
溌蕊騨
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嬬
岬
鑑

地
図
を
ひ
ろ
げ
て
く
だ
さ
い
。
有
馬
街
道
を
平
野
か
ら
北
へ
た

ど
っ
て
い
く
と
．
一
軒
茶
屋
」
が
あ
る
。
そ
の
少
し
手
前
に
洞
川

と
い
う
川
が
東
か
ら
流
れ
て
く
る
。
こ
の
洞
川
に
そ
っ
て
四
○
○

メ
Ｉ
ト
ル
ほ
ど
は
い
る
と
「
牛
ノ
背
」
へ
の
曲
り
角
に
出
る
。
こ

こ
か
ら
い
き
な
り
急
坂
で
あ
る
。

き
の
う
ま
で
の
曇
り
空
が
す
っ
か
り
晴
れ
あ
が
り
、
五
月
の
空

は
澄
ん
で
い
る
。
急
坂
を
の
ぼ
っ
て
い
く
と
途
中
に
「
下
里
」
と

書
い
た
郵
便
受
け
が
あ
る
。
そ
の
下
に
「
ご
く
ろ
う
さ
ま
」
と
あ

る
。
住
む
人
の
人
柄
が
し
の
ば
れ
る
。
山
道
か
ら
見
え
る
庭
に
ミ

カ
ゲ
石
の
重
そ
う
な
ラ
イ
オ
ン
が
う
ず
く
ま
っ
て
い
る
。
ハ
イ
カ

ラ
な
顔
の
ラ
イ
オ
ン
を
珍
し
げ
に
な
が
め
て
い
る
と
、
突
然
家
の

中
か
ら
女
性
の
声
が
か
か
っ
た
。
こ
の
山
の
中
の
一
軒
家
の
住
人

は
、
工
芸
家
の
下
里
陽
（
ハ
ル
）
さ
ん
で
あ
っ
た
。
コ
ー
ス
を
歩

き
は
じ
め
た
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
ち
ょ
っ
と
お
じ
ゃ
ま
す
る
。
庭

の
奥
の
樹
木
の
下
に
シ
イ
タ
ケ
の
原
木
が
並
ん
で
い
る
。
チ
ャ
ボ

灘

I騨蕊~．

八
そ
の
灯
Ｖ

一
一
軒
茶
屋
ｌ
牛
ノ
背
ｌ
再
度
公
園
ｌ
仙
人
谷
ｌ
教
育
植
物
園

武
術 緑
の
愚
の
花
と
蝶

が
数
十
羽
。
毎
日
卵
を
二
十
個
ほ
ど
生
む
そ
う
だ
。
御
主
人
が
少

し
小
さ
な
卵
で
す
よ
と
見
せ
て
下
さ
る
。
下
里
さ
ん
は
ゆ
で
卵
を

持
っ
て
い
き
ま
す
か
と
い
っ
て
下
さ
る
。
そ
し
て
う
ま
い
お
茶
を

御
馳
走
に
な
っ
た
。
ウ
グ
イ
ス
が
近
く
で
鳴
い
た
。
思
わ
ず
腰
を

落
ち
つ
け
て
し
ま
っ
た
が
、
さ
あ
出
発
。

新
緑
が
太
陽
の
光
を
う
け
て
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
。
濃
い
緑
、
淡

い
緑
に
包
ま
れ
た
小
路
を
進
む
。
も
う
こ
の
辺
ま
で
く
る
と
、
急

坂
は
終
っ
て
楽
な
山
道
で
あ
る
。
振
り
か
え
る
と
左
手
遠
く
に
鈴

蘭
台
団
地
が
緑
の
間
か
ら
ち
ら
っ
と
見
え
る
。
足
も
と
に
は
山
つ

つ
じ
が
質
素
な
姿
で
咲
い
て
い
る
。

谷
間
を
下
っ
た
と
こ
ろ
に
新
し
い
お
堂
が
あ
っ
た
。
弘
法
大
師

の
お
堂
で
あ
る
。
「
弘
法
大
師
修
法
之
地
」
の
文
字
が
あ
る
。
石

の
宝
薩
（
ほ
う
き
ょ
う
）
印
塔
の
下
を
谷
の
清
列
な
水
が
流
れ
て

い
る
。
つ
め
た
い
。
こ
の
場
所
は
す
ぐ
修
法
ガ
原
公
園
に
つ
な
が

っ
て
い
た
。
広
つ
ば
を
ぬ
け
て
、
外
人
墓
地
入
口
前
を
左
へ
折
れ

る
。
急
斜
面
の
露
岩
が
あ
る
。
鉄
の
く
さ
り
が
打
ち
つ
け
て
あ
り
、

登
る
と
き
に
つ
か
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
を
注
意
深
く

降
り
る
。
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
な
が
ら
谷
川
の
流
れ
に
沿
っ
た
道
を

行
く
と
、
ま
も
な
く
人
造
湖
に
出
る
。
水
没
し
た
樹
木
の
頭
が
水

面
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
青
空
と
新
緑
に
水
が
加
わ
る
と
、
も
う

申
し
分
な
い
大
自
然
。
大
き
く
深
呼
吸
す
れ
ば
心
が
洗
わ
れ
る
。

そ
の
あ
た
り
一
帯
に
形
は
つ
つ
じ
の
花
と
そ
っ
く
り
だ
が
、
大

き
さ
が
二
セ
ン
チ
く
ら
い
の
小
型
な
の
が
、
や
は
り
つ
つ
じ
と
同

じ
樹
型
の
枝
に
、
た
く
さ
ん
咲
い
て
い
る
。
白
と
ピ
ン
ク
だ
。
そ

の
名
は
コ
バ
ノ
ミ
ッ
バ
ッ
ッ
ジ
と
ア
ケ
ボ
ノ
ノ
コ
バ
ノ
ミ
ッ
バ
ッ

韓

晴
雄
＃
戸
市
市
民
局
長
Ｖ

鼎教育植物園にて筆者

１

１１
１
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き
ょ
う
の
最
終
地
点
で
あ
る
教
育
植
物
園
は
そ
こ
か
ら
す
ぐ

鉄
の
骨
組
み
の
上
に
ピ

だ
＆
園
長
の
林
中
元
さ
ん
は
、
植
物
を
食
う
昆
虫
は
、
植
物
か
ら

い
わ
せ
れ
ば
害
虫
で
あ
る
が
、
植
物
も
昆
虫
も
同
居
し
て
い
る
の

が
自
然
だ
と
い
う
お
考
え
で
あ
り
、
こ
の
植
物
園
で
は
昆
虫
の
飼

育
も
試
み
て
い
る
。

植
物
園
の
中
央
に
あ
る
広
場
か
ら
み
る
と
、
野
菜
を
つ
く
る
ピ

呼
ん
だ
。
ち
ょ
う
ど
人
が
手
を
後
手
に
し
ば
ら
れ
た
姿
に
似
て
い

る
。
播
州
皿
屋
敷
の
お
菊
が
死
ん
で
生
ま
れ
か
わ
っ
た
と
さ
れ
て

ツ
》
ン
ロ

ニ
ー
ル
で
は
な
く
て
、
カ
ン
レ
ィ
シ
ャ
を
お
お
っ
た
ハ
ウ
ス
で
あ

る
。
そ
の
中
に
蝶
が
い
る
。
ジ
ャ
コ
ウ
ァ
ゲ
ハ
が
二
匹
僻
化
し
て

い
た
。
中
に
植
え
ら
れ
た
木
の
枝
に
、
ジ
ャ
コ
ウ
ァ
ゲ
ハ
の
蝿
が

い
く
つ
も
つ
い
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
人
は
こ
の
蝿
を
お
菊
虫
と

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
〕

い
る
。春

の
女
神
と
い
わ
れ
る
早
春
の
蝶
ギ
フ
チ
ョ
ゥ
は
、
黒
と
黄
の

ダ
ン
ダ
ラ
模
様
に
、
赤
・
青
。
ミ
カ
ン
色
の
班
紋
を
も
っ
た
美
し

い
蝶
。
宅
地
開
発
の
た
め
に
食
草
が
な
く
な
り
、
そ
の
数
が
激
減

し
た
。
こ
の
植
物
園
に
は
住
ん
で
い
な
か
っ
た
が
、
幼
虫
の
食
草

カ
ン
ア
オ
イ
は
所
々
に
生
き
て
い
た
。
植
物
園
で
は
カ
ン
ア
オ
イ

を
増
や
す
努
力
の
の
ち
に
、
幼
虫
を
放
っ
た
。
そ
れ
か
ら
数
年
に

な
る
。
石
垣
の
上
に
あ
っ
た
カ
ン
ァ
オ
ィ
の
葉
の
う
ら
に
、
三
○

個
ほ
ど
の
真
珠
の
光
沢
を
も
っ
た
卵
が
発
見
で
き
た
。
苦
心
が
み

の
っ
て
最
近
ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
住
み
つ
い
た
の
で
あ
る
。
ま
も
な
く

フ
化
し
た
幼
虫
は
、
六
月
に
は
踊
と
な
り
、
来
年
の
春
ま
で
長
い

眠
り
に
つ
く
の
で
あ
る
。

園
内
を
歩
い
て
い
る
と
、
キ
ジ
が
ガ
サ
ガ
サ
と
姿
を
見
せ
た
。

キ
ベ
リ
ハ
ム
シ
の
黄
色
い
五
ミ
リ
く
ら
い
の
幼
虫
が
、
ピ
ナ
ン

カ
ズ
ラ
の
新
芽
を
食
べ
て
育
っ
て
い
る
。
成
虫
は
見
た
こ
と
が
な

い
が
、
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
よ
り
も
何
倍
も
大
き
く
て
、
丸
く
て
、
サ

フ
ァ
イ
ア
の
よ
う
な
色
の
、
美
し
い
甲
虫
だ
そ
う
だ
。
非
常
に
珍

し
く
熱
帯
か
ら
や
っ
て
き
た
昆
虫
で
あ
る
。
烏
原
水
源
池
で
も
発

見
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
教
育
植
物
園
で
は
い
ま
そ
の
生

活
史
の
観
察
に
つ
と
め
て
い
る
。

き
ょ
う
歩
い
た
コ
ー
ス
は
、
と
く
に
鈴
蘭
台
周
辺
に
住
む
方
禽

に
、
き
わ
め
て
手
軽
に
、
変
化
に
と
ん
だ
自
然
を
満
喫
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
お
す
す
め
し
た
い
。

遇い緑、淡い緑に包まれた山道力f つづく（円内はお菊虫と呼ばれたジャコウアゲハの甥）
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眺
望
絶
佳
の
天
狗
塚

日
曜
。
祝
日
の
阪
急
六
甲
駅
前
は
、
本
格
派
（
？
）
登
山
者
あ

り
、
家
族
連
れ
、
グ
ル
ー
プ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
派
あ
り
、
色
と
り
ど

り
の
華
や
か
な
賑
わ
い
で
あ
る
。
最
近
の
六
甲
山
は
ド
ラ
イ
ブ
ウ

ェ
ィ
も
完
備
し
、
山
上
の
交
通
事
故
な
ど
痛
ま
し
い
話
も
し
ば
し

ば
。
そ
こ
で
車
の
通
る
道
を
で
き
る
だ
け
さ
け
て
、
長
峰
山
か
ら

西
六
甲
、
通
称
電
線
山
道
と
い
う
一
が
谷
道
を
下
っ
て
出
発
点
へ

戻
る
コ
ー
ス
を
と
る
こ
と
に
し
た
。
駅
前
で
編
集
部
の
方
と
待
ち

合
わ
せ
早
速
出
発
。

歩
き
な
が
ら
コ
ー
ス
の
打
ち
合
わ
せ
や
ら
、
企
画
に
つ
い
て
の

お
話
し
を
聞
き
な
が
ら
、
長
峰
山
へ
む
か
う
。

『
伯
母
の
山
住
宅
碑
は
標
高
三
○
○
メ
ー
ト
ル
、
碑
の
横
に
水

道
が
あ
る
の
で
水
筒
を
満
た
し
て
お
く
こ
と
。
こ
の
コ
ー
ス
は
水

に
乏
し
く
は
げ
し
い
登
り
に
の
ど
が
か
わ
く
の
で
そ
の
つ
も
り

で
。
』
と
、
古
い
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
記
事
。
水
の
乏
し
さ
と
は
げ

し
い
登
り
は
今
も
変
ら
な
い
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や
分
譲
住
宅
、
私

信
雄
八
六
甲
山
郵
便
局
主
事
Ｖ

八
そ
の
肥
Ｖ

阪
急
六
甲
ｌ
伯
母
山
ｌ
天
狗
塚
ｌ
記
念
碑
台
’
一
が
谷
道
’
六
甲

丸
屋

立
の
女
子
大
学
の
建
設
が
進
む
伯
母
の
山
の
高
台
は
、
住
宅
碑
や

水
道
塔
は
今
い
ず
こ
、
の
感
ひ
と
し
お
で
あ
る
。

六甲山郵便局前にて筆者

さ
て
長
峰
山
へ
の
急
な
斜
面
は
、
適
当
に
踏
み
跡
も
あ
り
、
整

備
さ
れ
た
登
り
道
も
あ
る
。
し
か
し
、
小
潅
木
と
カ
ヤ
の
繁
み
は

い
ず
れ
も
背
丈
を
こ
え
る
ほ
ど
。
そ
の
わ
り
に
は
陽
を
さ
え
ぎ
る

陰
も
な
い
。
ザ
ッ
ク
の
底
か
ら
折
た
た
み
傘
を
出
し
て
陽
差
し
を

さ
け
る
。
あ
え
ぎ
あ
え
ぎ
、
休
み
休
み
の
登
り
に
、
「
口
が
達
者

に
な
る
ほ
ど
に
足
腰
が
弱
く
な
り
ま
す
よ
」
な
ど
と
、
言
わ
ず
も

が
な
の
こ
と
を
つ
い
つ
い
口
に
。

『
昭
和
三
一
年
五
月
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
六
甲
山
地
区
に
編
入
さ

れ
た
の
を
機
に
、
兵
庫
県
観
光
連
盟
で
地
名
を
統
一
し
地
理
調
査

所
（
注
）
の
地
図
を
訂
正
す
る
』
と
い
う
こ
と
で
、
地
図
上
の
長

峰
山
は
、
頂
上
か
ら
更
に
尾
根
を
、
五
○
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
た
ど

っ
た
通
称
天
狗
塚
に
あ
る
。
長
峰
山
の
最
高
点
天
狗
塚
は
、
数
個

の
大
岩
の
重
な
る
展
望
台
。
深
い
柚
谷
、
そ
の
向
う
の
摩
耶
山
、

背
後
の
西
六
甲
の
山
な
み
、
眼
下
は
神
戸
市
街
か
ら
大
阪
湾
と
眺

望
は
こ
の
上
な
く
、
肌
を
な
ぜ
る
風
も
心
地
よ
い
。

尾
根
づ
た
い
に
柚
谷
峠
へ
。
途
中
か
ら
六
甲
山
自
然
の
家
の
、
Ｏ

Ｌ
コ
ー
ス
へ
エ
ス
ケ
ー
プ
す
る
。
今
日
は
編
集
部
直
々
の
お
出
ま

し
と
あ
ら
ば
、
大
き
な
顔
を
し
て
自
然
の
家
の
敷
地
を
ぬ
け
る
。

門
を
出
る
と
右
へ
、
三
国
池
へ
の
山
道
へ
入
る
。
時
間
的
に
も
、

コ
ー
ス
か
ら
も
、
行
き
か
う
ハ
イ
カ
ー
と
の
出
会
い
も
多
く
な
る
。

む
こ
う
は
下
り
、
こ
ち
ら
は
登
り
。
コ
ン
ニ
チ
ワ
の
あ
い
さ
つ
の

コ
ー
ル
と
、
団
体
さ
ん
の
お
通
り
に
、
登
り
道
の
せ
い
ば
か
り
で

１
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眼下に市街地を見下ろしながら天狗塚へと急坂がつづく

な
く
呼
吸
は
乱
れ
る
。
道
を
あ
け
て
は
ハ
イ
カ
ー
を
や
り
す
ご
す

の
に
へ
き
え
き
の
あ
げ
く
「
上
り
優
先
は
登
山
の
場
合
も
あ
て
は

ま
り
ま
す
」
と
、
判
っ
た
よ
う
で
判
ら
ぬ
解
説
を
す
る
。

西
六
甲
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
は
車
と
人
の
波
。
よ
く
人
か
ら
「
六

甲
山
も
開
け
ま
し
た
ネ
」
と
い
う
お
た
ず
ね
に
「
え
え
、
信
号
機

も
つ
い
て
ま
す
」
と
お
答
え
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
特
に
、
春

か
ら
夏
に
か
け
て
の
休
日
の
午
後
に
は
、
記
念
碑
台
付
近
か
ら
、

表
六
甲
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
の
料
金
徴
収
所
ま
で
、
車
が
列
を
な
す

こ
と
も
珍
ら
し
く
な
い
。

三
国
池
バ
ス
停
か
ら
、
三
国
岩
、
Ｔ
字
が
辻
、
ノ
ー
ス
ロ
ー
ド
認

シ
ュ
ラ
イ
ン
ロ
ー
ド
と
、
静
か
な
道
を
え
ら
ん
で
、
六
甲
山
ホ
テ

1２

ル
裏
の
阪
急
池
に
出
る
。
そ
の
ま
ま
、
山
荘
の
間
の
小
道
は
記
念

碑
台
へ
。
ホ
テ
ル
の
駐
車
場
か
ら
道
路
へ
出
る
と
、
向
い
に
六
甲

山
郵
便
局
が
あ
る
。

六
甲
山
郵
便
局
。
明
治
四
三
年
の
開
局
。
昭
和
六
年
現
在
地
に

う
つ
り
、
昭
和
十
年
か
ら
六
甲
山
上
一
帯
の
郵
便
物
の
配
達
な
ど

を
行
な
っ
て
い
る
。
日
曜
祝
日
で
も
、
正
午
ま
で
営
業
し
て
い
る

か
ら
、
こ
こ
ま
で
来
た
ら
一
度
は
寄
っ
て
み
た
い
も
の
。

六
甲
山
の
地
娼
の
由
来
や
案
内
と
共
に
、
六
甲
山
に
つ
な
が
り

の
あ
る
切
手
と
そ
の
解
説
が
付
さ
れ
た
『
登
山
記
念
切
手
帳
』
に
、

登
山
当
日
の
風
景
入
通
信
日
付
印
を
押
し
て
も
ら
え
ば
よ
い
記
念

に
な
る
。

郵
便
局
前
の
交
番
横
か
ら
、
記
念
碑
台
に
登
り
、
県
立
自
然
保

護
セ
ン
タ
ー
に
寄
る
の
も
一
興
。

記
念
碑
台
下
の
、
六
甲
山
唯
一
の
信
号
機
の
あ
る
記
念
碑
台
交

差
点
か
ら
、
お
山
の
学
校
で
親
し
ま
れ
て
い
る
六
甲
山
小
学
校
前

を
通
っ
て
、
日
本
最
古
の
六
甲
山
ゴ
ル
フ
場
へ
。
ク
ラ
ブ
ハ
ゥ
ス

の
横
の
道
を
下
る
と
一
寸
し
た
展
望
台
が
あ
る
。

ケ
ー
ブ
ル
山
上
駅
前
の
広
場
か
ら
、
再
び
静
か
な
、
一
が
谷
道

を
下
る
と
、
一
日
の
行
程
の
終
り
も
近
い
。

筆
者
（
注
）
建
設
省
地
理
調
査
所
の
こ
と
。
現
在
は
国
土
地
理

院
と
い
わ
れ
て
い
る
。
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関
学
、
北
摂
・
三
田
に
新
学
部
が

今
年
、
関
西
学
院
は
創
立
卯
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
加
年
後
の
伽
周
年
へ
向

け
て
新
し
い
構
想
が
計
画
さ
れ
て
い
る

と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
恒
例
の
七
月
七

日
関
学
同
窓
会
神
戸
支
部
総
会
を
前

に
、
卒
業
生
の
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る

関
学
の
今
後
に
つ
い
て
の
お
話
し
を
お

願
い
し
ま
す
。

久
山
日
本
の
国
際
性
は
こ
の
数
年
間

目
を
み
は
る
ほ
ど
急
進
展
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
貿
易
に
於
て
も
汎
太
平
洋

諸
国
で
は
カ
ナ
ダ
に
次
い
で
輸
出
入
第

２
位
で
、
日
本
の
新
し
い
時
代
の
到
来

を
感
じ
ま
す
ね
。
島
国
か
ら
抜
け
出
て

世
界
の
中
で
生
き
て
い
く
と
い
う
よ
う

な
。関

西
学
院
は
南
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の

ア
メ
リ
カ
人
教
師
ラ
ン
バ
ス
先
生
に
よ

康
八
関
西
学
院
院
長
ｖ

山
水
八
関
顧
学
院
同
窓
会
神
戸
支
部
長
ｖ

☆
新
し
い
時
代
へ
の
「
全
人
教
育
」
を

っ
て
創
立
さ
れ
、
世
界
と
つ
な
が
り
を

も
っ
た
学
校
で
あ
り
、
ま
た
国
際
的
に

通
じ
る
モ
ラ
ル
を
持
ち
得
る
国
際
人
の

養
成
、
と
い
う
も
の
が
関
西
学
院
の
始

め
か
ら
の
使
命
だ
と
思
う
の
で
す
。

第
四
代
院
長
で
あ
っ
た
ベ
ー
ッ
先
生

が
而
周
年
を
迎
え
た
折
に
お
越
し
に
な

り
「
自
分
の
関
西
学
院
で
の
方
針
は
ま

ち
が
っ
て
い
た
よ
。
あ
ま
り
に
文
化
面

に
力
を
注
ぎ
、
学
院
が
つ
く
ら
れ
た
本

当
の
意
味
を
失
な
っ
て
い
た
：
：
：
」
と

話
さ
れ
た
。
ベ
ー
ッ
先
生
の
ご
指
摘
通

り
文
化
的
に
発
展
す
る
の
は
ひ
と
つ
の

課
題
だ
け
れ
ど
、
根
本
に
流
れ
る
〃
国

際
性
″
の
思
想
を
回
復
し
な
い
と
い
け

な
い
時
期
に
き
て
る
ん
で
す
ね
。
宣
教

師
で
始
ま
り
大
学
と
し
て
発
展
し
て
現

在
に
至
っ
て
い
る
。
そ
し
て
〃
第
三
の

創
造
期
″
で
あ
る
川
年
目
に
向
け
て
も

う
一
度
総
合
し
た
形
に
な
る
こ
と
が
大

ｕ
出
席
者

久
山

室
谷 「

国
際
学
部
」
と
「
芸
術
学
部
」
を
新
設

口
関
西
学
院
創
立
卯
周
年
記
念
座
談
会

栄
八
兵
砿
県
信
用
傑
誠
協
会
難
班
長
ｖ

久
司
八
関
西
学
院
同
窓
会
神
戸
支
部
幹
郡
長
ｖ

１

１２２
１

藤増
田田

き
な
課
題
だ
と
感
じ
て
い
る
の
で
す

が
。室

谷
意
欲
的
で
前
向
き
な
構
想
を
お

持
ち
で
、
ま
た
着
実
に
そ
の
方
向
に
進

ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
今
お
話

に
で
た
飛
躍
す
る
日
本
の
中
で
国
際
化

時
代
に
対
応
す
る
大
学
、
あ
る
い
は
中

高
と
い
う
も
の
の
あ
り
方
、
こ
れ
は
学

内
外
問
わ
ず
関
係
者
は
と
も
に
真
剣
に

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
し
ょ
う
。

増
田
国
際
化
時
代
に
対
応
で
き
る
よ

う
な
人
間
づ
く
り
を
め
ざ
す
「
全
人
教

育
」
と
い
う
も
の
が
強
く
押
し
出
さ
れ

て
い
て
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
去

る
二
月
五
日
、
千
刈
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

で
久
山
院
長
、
坂
井
知
事
、
神
戸
新
聞

社
光
田
社
長
が
、
ク
レ
セ
ン
ト
誌
の
座

談
会
で
話
さ
れ
て
い
る
の
を
私
も
拝
聴

し
ま
し
た
が
、
院
長
と
知
事
の
教
育
の

考
え
方
そ
の
も
の
が
一
致
し
て
い
て
嬉
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垣
叩
廿
比

室
谷
山
水
さ
ん

て
何
か
生
ま
れ
て
く
る
よ
う
な
感
を
持

撫

久
山
康
さ
ん

し
く
感
じ
ま
し
た
。
ベ
ー
ッ
院
長
の
お

話
が
出
ま
し
た
の
で
思
い
出
を
申
し
上

げ
ま
す
と
、
ベ
ー
ッ
先
生
が
関
学
沌
周

年
に
来
ら
れ
た
時
、
当
時
県
庁
で
阪
本

知
事
の
秘
書
課
長
を
し
て
い
た
私
は
、

こ
の
機
会
に
天
皇
陛
下
に
単
独
謁
見
し

て
い
た
だ
く
た
め
先
生
の
案
内
役
と
し

て
宮
中
に
ご
一
緒
し
ま
し
た
。
ベ
ー
ッ

先
生
は
今
も
健
康
で
ご
活
躍
と
う
か
が

い
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
。

藤
田
来
る
七
月
七
日
の
総
会
で
は
、

院
長
に
ビ
ジ
ョ
ン
を
語
っ
て
い
た
だ
け

る
と
皆
、
待
っ
て
る
わ
け
な
ん
で
す
。

卒
業
し
て
し
ま
う
と
学
院
の
事
情
そ
の

他
を
知
る
チ
ャ
ン
ス
が
少
な
く
な
り
、

特
に
四
月
二
十
九
日
の
洋
上
パ
ー
テ
ィ

の
と
き
気
付
い
た
こ
と
で
す
が
、
「
母

校
通
信
」
等
を
見
て
一
勢
に
申
し
込
み

が
あ
り
、
い
か
に
知
ら
な
か
っ
た
か
、

増
田
栄
さ
ん

あ
と
で
わ
か
っ
た
次
第
で
す
。
で
す
か

ら
今
度
の
総
会
で
は
ぜ
ひ
と
も
院
長
に

お
話
し
を
願
っ
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き

た
く
思
い
ま
す
。
母
校
を
愛
す
る
気
持

は
変
わ
ら
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
ど
う

か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

久
山
現
在
、
学
院
で
は
約
二
万
七
千

坪
校
地
が
足
ら
な
く
て
、
上
ケ
原
で
二

万
坪
の
土
地
と
い
い
ま
す
と
莫
大
な
額

に
な
り
、
費
用
の
点
に
於
て
も
も
っ
と

安
い
土
地
を
探
す
こ
と
に
反
対
は
な
く

ま
た
若
い
人
の
間
に
も
新
し
い
時
代
に

対
し
て
関
西
学
院
も
備
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
、
と
い
う
気
持
が
広
が
っ
て
き

ま
し
た
。
去
る
一
月
に
開
い
た
学
院
理

事
会
で
、
兵
庫
県
が
開
発
し
て
い
る
三

田
市
の
北
摂
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
に
男
女

共
学
の
中
、
高
等
部
と
新
設
学
部
の
校

地
を
県
の
方
か
ら
談
っ
て
い
た
だ
く
方

針
を
決
定
し
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
異

論
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

増
田
我
々
も
側
面
か
ら
応
援
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
「
全
人
教
育
」
へ
の

第
一
歩
で
あ
る
「
第
二
の
校
地
」
を
得

る
こ
と
に
関
し
て
知
事
は
「
可
能
な
限

り
協
力
す
る
」
と
話
さ
れ
て
お
り
、
県

庁
に
三
十
六
年
間
勤
め
ま
し
た
私
に
と

っ
て
有
難
い
言
葉
で
し
た
。

室
谷
で
き
る
だ
け
学
院
の
意
図
す
る

と
こ
ろ
を
同
窓
生
に
も
理
解
し
て
も
ら

い
協
力
を
願
い
た
い
で
す
ね
。

久
山
最
近
神
戸
で
知
事
の
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
同
窓
生
の
皆
さ
ん
も
今
ま

で
結
集
し
て
い
な
か
っ
た
力
が
結
集
し

§

っ
て
力
強
く
地
盤
が
固
ま
り
つ
つ
あ
る

こ
と
に
感
心
さ
せ
ら
れ
て
る
ん
で
す
。

★
新
設
「
国
際
学
部
」
と
「
芸
術
学
部
」

久
山
伽
周
年
ま
で
に
三
田
市
内
へ
移

転
し
、
新
し
い
学
部
を
つ
く
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
国
際
化
時
代

に
相
応
し
い
人
材
を
養
成
す
る
「
国
際

学
部
」
先
程
申
し
ま
し
た
よ
う
に
日
本

の
貿
易
が
こ
れ
だ
け
盛
ん
に
な
り
、
こ

れ
か
ら
は
た
だ
売
る
だ
け
で
な
く
そ
れ

ぞ
れ
の
国
の
こ
と
を
知
ら
な
き
ゃ
い
け

な
い
。
む
こ
う
の
民
族
を
理
解
し
な
く

て
は
い
け
な
い
わ
け
で
す
ね
。
だ
か
ら

ど
う
し
て
も
民
族
学
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
ん
で
す
。
今
、
関
学
は
国
立
民
族

学
博
物
館
（
梅
椋
忠
夫
館
長
）
と
提
携
し

て
い
る
の
で
す
が
、
今
後
も
っ
と
交
流

藤
田
久
司
さ
ん

箪
驚

:鱗

穏
胡

鶴爵

鶴
識
鋳
灘
拶
：
難
癖
鐙讃
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し
て
な
い
よ
う
な
精
神
の
基
本
に
な
る

を
深
く
し
た
い
で
す
ね
。

そ
れ
と
語
学
が
大
事
で
す
。
中
高
で

英
語
を
学
び
大
学
で
も
う
一
か
国
語
を

学
ぶ
く
ら
い
に
し
な
い
と
問
に
合
わ
な

く
な
る
で
し
ょ
う
。
日
本
人
の
学
生
の

興
味
は
や
は
り
欧
米
で
す
。
大
学
で
欧

米
の
国
を
学
び
、
大
学
院
で
汎
太
平
洋

の
国
の
こ
と
を
勉
強
す
る
。
同
時
に
そ

れ
ら
の
国
々
と
提
携
し
て
国
際
交
流
の

中
で
外
国
の
学
生
の
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
を

取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

も
う
ひ
と
つ
新
設
し
た
い
の
は
「
芸

術
学
部
」
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
芸
術

学
部
が
と
て
も
盛
ん
な
ん
で
す
ね
。
こ

の
前
、
南
メ
ソ
ジ
ス
ト
大
学
を
訪
問
し

ま
し
た
が
、
芸
術
学
部
を
も
っ
て
お
り

絵
画
・
音
楽
・
演
劇
…
…
あ
ら
ゆ
る
も

の
が
盛
ん
で
す
よ

室
谷
あ
の
大
学
の
美
術
館
を
ご
覧
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
り
っ
ぱ
な
美

術
品
を
大
学
で
保
存
し
、
公
開
し
て
い

る
ん
で
す
ね
。
ス
ペ
イ
ン
の
絵
画
が
中

心
で
し
た
が
。

久
山
今
関
学
は
神
学
部
が
中
心
で
す

け
れ
ど
、
神
学
部
を
受
け
入
れ
る
人
は

わ
り
に
少
な
い
。
し
か
し
芸
術
で
例
え

ば
音
楽
や
絵
画
の
中
に
昔
か
ら
キ
リ
ス

ト
教
は
存
在
し
、
そ
し
て
日
本
人
に
キ

リ
ス
ト
教
と
い
う
宗
教
と
は
関
係
な
く

芸
術
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
る
わ
け

で
す
。
や
は
り
宗
教
と
触
れ
る
こ
と
の

一
番
広
い
面
は
芸
術
で
す
。
芸
術
を
通

し
て
芸
術
の
源
を
探
る
ん
で
す
。
そ
ん

な
意
味
か
ら
芸
術
学
部
を
つ
く
り
、
宗

市
の
中
で
芸
術
学
部
の
あ
る
大
学
が
ひ

も
の
が
芸
術
に
残
っ
て
る
わ
け
で
す
。

室
谷
惜
し
く
も
亡
く
な
り
ま
し
た

久
山
そ
の
通
り
で
す
。
市
民
の
自
覚

市
を
め
ざ
し
て
い
る
の
に
お
か
し
な
話

増
田
ぜ
ひ
と
も
実
現
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。
可
能
だ
と
す
れ
ば
兵
庫
県
に
相
応

し
い
学
部
で
す
ね
。

藤
田
神
戸
だ
け
な
ん
で
す
ね
、
大
都

ビ
エ
ン
ナ

治
良
さ
ん
が
い
ま
す
。
イ
ン
ド
の
国

が
、
卒
業
生
に
現
代
美
術
の
英
雄
吉
原

に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
で
す
し
、
そ
ん

な
意
味
で
地
域
に
と
っ
て
も
本
当
に
欲

し
い
で
す
ね
。

う
広
い
分
野
に
ま
で
押
し
進
め
て
い
き

流
を
も
っ
た
り
、

教
的
な
伝
統
の
強
い
外
国
の
学
校
と
交

で
高
ま
っ
て
い
る
の
で
す
が
。

久
山
神
戸
市
の
方
で
は
、
あ
の
士

室
谷
関
学
発
祥
の
地
、
原
田
の
森
の

チ
ャ
ペ
ル
（
現
王
子
図
書
館
）
を
関
学

の
ル
ー
ツ
、
あ
る
い
は
シ
ン
ボ
ル
と
し

く
と
素
晴
し
い
と
思
い
ま
す
ね
。

☆
望
ま
れ
る
原
田
の
森
の
関
学
復
活

乍

た
い
で
す
ね
。

日
本
の
モ
ダ
ン
・

っ
て
い
い
人
で
、

と
つ
、
も
な
い
の
は
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

て
い
ま
す
し
関
学
で
保
存
し
て
い
た
だ

で
す
。
フ
ァ
ッ
シ

て
残
そ
う
と
い －

し
展
で
大
賞
を
受
賞
し
、

う
気
運
が
同
窓
生
の
間

品
も
だ
い
ぶ
残
っ

ま
た
市
民
参
加
と
い

ア
ー
ト
の
元
祖
と
い

ヨ
ン
の
源
流
は
芸
術際 都地

４
１
２
１
１

と
同
而
積
の
用
地
が
あ
れ
ば
譲
り
受
け

は
そ
う
難
し
く
な
い
と
い
っ
て
く
れ
て

ま
す
。
そ
し
て
将
来
も
市
民
の
場
と
し

て
活
用
で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

増
田
昭
和
二
年
に
関
学
中
等
部
に
入

学
し
ま
し
て
わ
ず
か
の
期
間
で
し
た
が

原
田
の
森
で
生
活
し
ま
し
た
。
広
い
校

庭
、
り
っ
ぱ
な
講
堂
、
樹
木
繁
る
静
か

な
環
境
…
思
い
出
と
し
て
残
っ
て
い
ま

す
。
現
王
子
図
書
館
は
発
祥
の
地
に
相

応
し
く
今
後
の
記
念
に
い
つ
ま
で
も
残

し
て
お
き
た
い
、
と
神
戸
支
部
が
提
唱

し
て
、
何
と
か
神
戸
市
か
ら
払
い
下
げ

て
い
た
だ
き
学
院
が
永
久
保
存
し
て
、

セ
ミ
ナ
ー
や
夏
期
大
学
、
市
民
に
開
放

し
て
市
民
大
学
な
ど
に
利
用
し
て
も
ら

う
と
い
い
で
す
ね
。
同
窓
の
皆
さ
ん
が

一
致
協
力
し
て
努
力
す
れ
ば
い
い
結
果

に
結
び
つ
く
よ
う
な
気
が
し
ま
す
ね
。

藤
田
卒
業
生
だ
け
で
九
千
人
。
数
が

多
い
の
で
各
ポ
イ
ン
ト
で
の
基
盤
づ
く

り
に
重
点
を
置
い
て
、
う
ま
く
連
携
し

な
が
ら
結
集
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

室
谷
昨
年
の
会
で
も
話
に
で
ま
し
た

が
、
校
風
で
あ
る
ス
マ
ー
ト
さ
が
裏
目

に
で
て
結
束
力
が
弱
い
ん
で
し
ょ
う
。

発
祥
の
地
の
名
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
、

意
気
新
た
に
我
々
も
つ
な
が
り
を
も
ち

我
ら
が
関
西
学
院
の
今
後
よ
り
一
層
の

発
展
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

久
山
中
高
が
新
し
く
変
る
と
雰
囲
気

も
変
る
で
し
ょ
う
し
新
学
部
も
創
設
さ

れ
、
学
生
の
質
も
向
上
し
て
い
ま
す
か

ら
関
学
は
ま
だ
ま
だ
伸
び
ま
す
よ
。
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1２５

祝関西学院創立9 0 周年
高嶋平介

高嶋酒類食品㈱取締役社長
神戸i l 錬灘区御形塚町３丁目９瀞

電話（0 7 8 ）“1 - 0 5 5 1
昭和１０年・高諦商業部串誰

田村．厚
田村商会
神戸市生田区京町７２
（クレセントピル３階）

通話〔0 7 8〉３９１－０８８１（代）
昭和2 9 年・経済学部卒難

大成順三

ニー署や呉服店専務取締投
神戸市生田区三宮町２－３５
電譜〔0 7 8 ）3 9 1 - 1 8 3 7
剛和2 9 年・文学部卒業

藤田久司
㈱藤幽甲南堂印刷所代我] I X 締役
神戸i 諏灘区住吉宮町’６‐３

噛話（0 7 8 ）８１１３００１
剛和3 1 年・関学大抜学部卒易

鈴木治雄
太陽鉱工株式会細りX 締役社長
神戸市生ⅢⅨ京町７２
（クレセントピル６階）
電話（0 7 8）3 3 1 - 3 2 8 1
昭和1 6 年・法文学部卒業

村上忠雄
かね・ごつ食品株式会社取締役社長
神戸市兵庫区神明町１癖8 号
鶴爵（0 7 8）6 5 1 - 7 3 7 3（代）
砺和2 6 年・経済学部卒業

2Z1I蕊皇亀』＄闇A画Ⅱ酉ｍｒＦＤＲＳＥＲｙＫ五

田中教義
函村株式会社常務取締役

神) 訂市葺合区磯辺通１丁同１－３８
（穀倹ピル２階〕

篭活<0 7 8）２５１－６１３１
昭和3 3 年・法学部卒柔

真田修
胸烏光

桐炉lf j弧贈区行幸町１』~目１．．３９
瞳話（0 7 8〕7 3 1 - 5 8 5 5
昭和3 9 年・法学部卒業

横山吉雄
横山倉庫株式会社取楠役社長
神戸市葺合区磯上道８~ も同’－５
電話< 0 7 8）2 3 1‐５３１１〈代）
昭和2 6 年・鐸済学部卒業

光葉貞男
ゴンチャロフ製菓傾代妄取締役
神戸龍灘区船寺通４丁月２－８
電話〔0 7 8 ）8 8 1 - 1 1 8 8 〈代〕
昭和2 9 年・窪済学部卒業

王柏林
( 有〉クレセント・インターーナショ

ナル代表取締没
神戸市生鶴区下1 1 癖通３．．８．９
電話（0 7 8〕3 9 1 - 4 』1 4 1 （代）
昭和2 9 年・謹済学部卒業

永江一仁
民社党兵庫県辿副委員長
神戸市野合区布引町４．．２
超話（0 7 8）２３１５８３１
昭和4 0 年・経済学部卒業

税理士森田ｌ隆志
電話（0 7 8 ）5 7 5 - 7 8 0 0
昭和4 3 年・商学部卒業

室谷山水 神戸合同会計事務所
室谷商事株式会社取締役社長
大正 ' 2 年・中学部卒業神戸市兵販区三川ロ町３－６－１ｏ新三川ロヒル２階

室谷龍税理士西村公義税理士林税理士森田隆志達三宝谷商到琳式会社常務取締役
昭和3 7 年・経済学部卒業電話（0 7 8 ）5 7 7 - 8 6 0 0 （代）電話（0 7 8 ）5 7 7 - 6 0 0 0 （代）電話（0 7 8 ）5 7 5 - 7 8 0 0

昭和3 9 年・大学商学部卒業神戸市生田区北長狭通４－ ' 晒和 4 2 年．大学商学部卒業昭和 4 3 年．商学部卒業（英和ピル）弛話（0 7 8 ）3 3 1 - 0 8 8 ﾕ ( 代）昭和4 1 年・大学院修士卒業昭和4 4 年・大学院修士卒業

室谷山水
室谷商事株式会社取締役社長
大正1 2 年・中学部卒業
室谷龍

神戸合同会計事務所
神戸市兵服区三川ロ町３６－１０新三川ロヒル２階

税理士西村公義税理士林達三
電話（0 7 8 ）5 7 7 - 8 6 0 0 （代）電話（0 7 8 ）5 7 7 - 6 0 0 0 （代〕
昭和 3 9 年・大学商学部卒業晒和 4 2 年・大学商学部卒業
昭和4 1 年・大学院修士卒業昭和4 4 年・大学院修士卒業

室谷商事株式会社常務取締役
昭和3 7 年・経済学部卒業
神戸市生田区北長狭通4 - 1

（英和ピル）
弛話（078）331-088ﾕ(代）

( 順不同）
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＃哨

爵燈篭
慰鍵i費;ｉ

驚鱗

( 上右）カーネーションで飾られた土井さんの人形の前で（上左）お祝いにかけつけた方々と一緒に
( 下右）宮崎神戸市長、光田神戸新聞社々長と共に（下左）称やかなパーティ会場
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１

婦
人
団
体
協
議
会
の
土
井
芳
子
会
長

が
、
こ
の
春
の
叙
勲
に
勲
四
等
瑞
宝
章

を
受
け
ら
れ
、
そ
の
お
祝
い
の
集
い
が

５
月
調
日
（
土
）
午
後
１
時
帥
分
か
ら

午
後
５
時
ま
で
婦
人
会
館
、
大
会
議
室

で
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
た
。

会
場
は
壇
上
に
土
井
芳
子
さ
ん
の
和

装
の
人
形
が
立
て
ら
れ
て
、
そ
の
人
形

に
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
花
を
さ
し
て
、

模
様
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
趣
向
で
出
席

者
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
花
を
さ
し
て
い
っ

た
。こ

の
試
み
の
た
め
も
あ
っ
て
、
会
場

は
打
ち
と
け
た
雰
囲
気
に
あ
ふ
れ
和
や

か
な
集
い
に
な
っ
た
。

宮
崎
市
長
も
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
「
神
戸

の
婦
人
団
体
協
議
会
に
は
、
皆
さ
ま
も

よ
く
ご
存
知
の
と
お
り
、
７
億
円
も
の

市
債
を
買
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
い
ろ

い
ろ
市
の
行
政
の
た
め
に
大
き
な
力
を

与
え
て
い
た
だ
き
、
有
難
く
思
っ
て
い

ま
す
。
今
回
の
ご
授
賞
を
心
か
ら
お
喜

び
し
て
い
る
一
人
で
す
。
今
後
と
も
健

康
に
留
意
さ
れ
て
、
九
十
才
、
百
才
ま

で
も
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
た
い
」
と

ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ
え
な
が
ら
挨
拶
。

土
井
さ
ん
は
「
こ
の
授
賞
は
婦
人
団

体
協
議
会
み
ん
な
で
貰
っ
た
よ
う
な
も

の
」
と
控
え
目
だ
が
、
や
は
り
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
必
要
な
の
は
婦
人
の
活
力

で
す
と
ば
か
り
元
気
一
杯
、
会
員
の
お

祝
の
握
手
ぜ
め
や
記
念
写
真
に
肩
を
寄

せ
あ
っ
て
喜
び
を
分
か
ち
あ
っ
て
い

た
。

＝ﾖ

話題のひろば

くＩ＞

鱗

●
土
井
芳
子
勲
四
等
瑞
宝
章
叙
勲

‘

，
喜
び
い
っ
ぱ
い
の

お
祝
い
の
集
い
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●
日
伯
親
善
「
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
近
代
美
術
館
」
修
復
協
賛

ネ
オ
・
ト
ロ
ピ
カ
ル
協
会
が
開
い
た

ブ
ラ
ジ
ル
の
タ
ベ

１
１２７

昨
年
七
月
、
不
慮
の
大
火
に
よ
り
焼

失
し
た
ブ
ラ
ジ
ル
の
「
リ
オ
・
デ
・
ジ

ャ
ネ
イ
ロ
近
代
美
術
館
」
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
再
建
の
た
め
に
〃
芸
術
に
国
境

は
な
し
〃
と
、
音
楽
と
舞
踊
を
通
じ
て

の
親
睦
会
を
計
る
「
日
本
ネ
オ
・
ト
ロ

ピ
カ
ル
協
会
」
（
〒
皿
東
京
都
品
川
区

旗
の
台
六
ノ
四
ノ
ー
雷
○
三
・
七
八

二
’
一
九
四
八
森
美
代
子
会
長
）
が
、

五
月
二
十
五
日
夜
、
修
復
運
動
の
た
め

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
、
ハ
ー
テ
イ
〃
ブ
ラ
ジ
ル

の
タ
ベ
〃
を
、
三
笠
宮
崇
仁
親
王
殿
下

ご
夫
妻
御
臨
席
の
も
と
に
、
な
ご
や
か

に
開
い
た
。
リ
オ
よ
り
参
加
し
た
本
場

の
サ
ン
バ
バ
ン
ド
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て

酒
井
広
さ
ん
が
開
場
の
挨
拶
。
ブ
ラ
ジ

ル
料
理
と
ビ
ン
ガ
を
楽
し
む
デ
ィ
ナ
ー

の
後
、
森
喬
一
理
事
長
と
森
美
代
子
会

長
の
ス
ピ
ー
チ
。
駐
日
ブ
ラ
ジ
ル
大
使

ロ
ナ
ル
ド
・
コ
ス
タ
閣
下
と
、
ミ
セ
ス

・
ニ
オ
マ
ー
ル
・
モ
ニ
ー
ス
・
ソ
ド
レ

ー
・
ピ
テ
ン
ク
ー
ル
（
近
代
美
術
館
の

創
設
者
で
名
誉
総
裁
・
復
興
事
業
責
任

者
の
一
人
）
さ
ん
が
感
謝
の
意
を
心
こ

め
て
話
さ
れ
、
日
伯
文
化
親
善
の
素
晴

し
い
夜
会
に
な
っ
た
。
大
平
首
相
夫
人
、

前
三
木
総
理
を
初
め
来
賓
も
揃
っ
て
千

人
近
い
熱
気
に
あ
ふ
れ
た
会
場
に
、
わ

れ
ら
ｌ
”
神
戸
っ
子
サ
ン
バ
チ
‐
ム
〃

の
美
女
九
人
が
サ
ン
バ
を
リ
ー
ド
し
花

を
添
え
た
。

ハ
リ
ォ
近
代
美
術
館
韮
蒜
品
購
入
基
金
口
座
鵬
設
Ｖ

（
社
）
日
本
ブ
ラ
ジ
ル
中
央
会
（
〒
噸
東
京
都
港
区
新

橋
一
ノ
十
七
ノ
ー
新
幸
ピ
ル
内
億
○
三
（
五
○
四
）

三
八
六
六
三
菱
銀
行
（
普
通
）
○
四
○
－
四
二
五
三
八

五
○
、
富
士
銀
行
（
普
通
）
一
三
○
’
八
四
四
○
七
八

話題のひろば

くⅡ＞

上は右より三木前首相／三笠宮ご夫妻. / 大平首相夫人他来賓主賓席。下右は日本ネオ・トロピカル濫会森理事長のあいさつ
と美代子会長。下中上は駐日ブラジル大使・下中下はミセス・ニオマール・モニース・ソドレー・ピンテクールさんの感謝
のスピーチ。下左は衣裳も美わし< わが‘‘神戸っ子サンバチーム，, の勢揃い。
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鶴：

●
神
戸
を
福
祉
の
町
に
八
町
Ｖ

橋
本
明
八
社
団
法
人
「
家
庭
養
護
促
進
協
会
」
事
務
局
長
Ｖ

車
イ
ス
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅

こ
の
春
、
車
イ
ス
に
乗
っ
た
身
障
者
た
ち
の
一
行
三
十
七
人
の

グ
ル
ー
プ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
飛
び
立
っ
て
い
っ
た
。
ハ
ン
デ
ィ
を

も
つ
男
女
が
十
四
人
で
、
そ
の
う
ち
五
人
は
一
級
の
重
度
障
害

者
。
そ
の
他
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
看
護
婦
、
ヘ
ル
パ
ー
、
肉
親
な

ど
、
ほ
と
ん
ど
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
旅
は
初
め
て
の
人
ば
か
り
。

十
一
日
間
で
五
カ
国
を
訪
問
し
、
福
祉
施
設
は
フ
ラ
ン
ス
と
オ
ラ

ン
ダ
で
二
カ
所
を
訪
れ
た
。

ま
ず
訪
問
し
た
の
が
フ
ラ
ン
ス
の
「
フ
ォ
ィ
ァ
ー
・
チ
ェ
シ
ャ

ー
ホ
ー
ム
」
。
こ
れ
は
ロ
ン
ド
ン
に
本
部
を
も
つ
ア
ー
ノ
ル
ド
・

チ
ェ
シ
ャ
ー
財
団
の
支
援
で
地
元
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
二
年
前
に

建
設
さ
れ
た
地
上
二
階
、
地
下
一
階
の
身
障
者
の
家
。
十
八
才
以

上
の
身
障
者
四
○
名
が
こ
こ
で
生
活
を
し
て
い
る
が
二
十
才
代
が

多
く
、
夫
婦
も
一
組
い
る
。
一
人
が
一
部
屋
を
も
ち
、
施
設
と
い

う
よ
り
も
、
自
分
た
ち
の
家
と
い
う
感
じ
が
強
い
。
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
が
よ
く
守
ら
れ
、
居
住
者
本
位
に
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
ホ
ー
ム

全
体
が
自
由
な
雰
囲
気
に
溢
れ
て
い
る
。
一
カ
月
に
一
人
に
つ
き

約
三
○
万
円
の
費
用
が
国
か
ら
出
る
そ
う
だ
。
旧
本
か
ら
の
初
め

て
の
お
客
さ
ま
と
あ
っ
て
広
い
食
堂
で
楽
し
い
交
歓
会
が
開
か
れ

た
。
そ
の
三
日
後
に
訪
れ
た
の
が
オ
ラ
ン
ダ
の
南
、
ア
ル
ン
ヘ
ム

の
郊
外
に
あ
る
「
ヘ
ッ
ト
。
ド
ル
プ
」
（
オ
ラ
ン
ダ
語
で
村
と
い
う

意
味
）
こ
こ
は
四
百
人
の
身
障
者
が
生
活
す
る
一
大
居
住
区
で
十

三
年
前
に
完
成
し
、
当
時
世
界
中
の
注
目
を
集
め
、
私
も
完
成
し

て
間
も
な
い
頃
に
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
後
十
年
経
っ
て
こ

の
施
設
及
び
そ
こ
で
生
活
を
し
て
い
る
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
変

っ
て
い
る
か
、
お
み
や
げ
話
を
聞
く
の
が
楽
し
み
で
あ
っ
た
。

ロッパ福祉の旅（Ｓ､ 5 4 . 3 . 2 6 ）臣
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こ
と
の
難
し
い
重
度
障
害
者
の
収
容
施
設
と
い
う
の
は
、
一
度

し
い
ん
で
す
」
と
涙
を
う
か
べ
な
が
ら
印
象
を
語
っ
た
。

同
じ
く
参
加
し
た
身
障
の
男
性
は
「
多
く
の
人
た
ち
と
友
だ
ち

設
の
中
に
あ
ま
り
活
気
が
な
く
、
年
配
者
が
多
か
っ
た
せ
い
か
老

チ
ン
と
片
づ
き
す
ぎ
て
い
て
本
当
の
生
活
の
臭
い
が
し
な
か
っ

た
。
生
き
が
い
の
あ
る
ホ
ー
ム
を
つ
く
り
た
い
で
す
」
と
、
帰
国

報
告
会
で
感
想
を
の
べ
た
。
ま
た
母
親
は
「
私
た
ち
親
が
死
ん
だ

あ
と
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
ぜ
ひ
と
も
こ
ん
な
身
障
者
の
家
が
ほ

驚
き
を
感
じ
た
ら
し
い
。

参
加
し
た
あ
る
身
陸
堤
宥
の
女
性
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
つ

ひ
こ
の
眼
で
日
本
に
な
い
新
し
い
施
設
を
見
た
か
っ
た
。
今

親
が
元
気
な
の
で
私
の
世
話
を
し
て
く
れ
ま
す
が
、
親
が
年

所
す
る
と
な
か
な
か
退
所
が
で
き
な
い
た
め
に
、
年
月
を
経
る
と

ど
う
し
て
も
高
令
者
が
多
く
な
り
、
活
気
が
な
く
な
っ
て
く
る
の

は
や
む
を
得
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
今
回
自
分
の

人
ホ
ー
ム
の
よ
う
な
感
じ
が
し
て
、
あ
ま
り
い

眼
で
ヨ
ー
ロ
ッ
。

か
つ
た
と
い
う
人
も
い
た
。

っ
た
時
の
こ
と
を
考
え
る
と
ぜ
ひ
こ
う
い
う
自
立
の
家
が
ほ
し
い

ん
で
す
。
た
だ
、
チ
ェ
シ
ャ
ー
ホ
ー
ム
は
部
屋
が
あ
ま
り
に
も
キ

に
な
れ
た
こ
と
が
一
番
大
き
な
収
獲
だ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人

た
ち
は
、
身
障
者
も
同
じ
人
間
だ
か
ら
閑
っ
て
い
れ
ば
助
け
合
う

の
が
当
り
前
や
、
と
い
う
こ
と
を
ご
く
自
然
に
受
け
と
め
て
い
る
。

身
障
者
の
一
人
一
人
が
、
自
分
は
一
人
の
人
間
な
ん
や
、
と
い
う

自
覚
を
も
っ
て
多
く
の
人
た
ち
に
よ
び
か
け
て
い
く
こ
と
が
大
切

や
と
思
い
ま
し
た
」
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
の
印
象
を
の
べ
た
。

と
こ
ろ
で
こ
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
車
イ
ス
の
旅
」
の
キ
ッ
カ
ヶ
を

つ
く
っ
た
の
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
の
カ
タ
リ
ー
ナ
・
ト
ー
メ
ィ
さ
ん

だ
。
彼
女
は
ロ
ン
ド
ン
に
本
部
を
置
く
レ
オ
ナ
ル
ド
・
チ
ェ
シ
ャ
ー

財
団
の
ス
タ
ッ
フ
で
、
日
本
に
も
身
障
者
の
自
立
の
た
め
の
チ
ェ

シ
ャ
ー
ホ
ー
ム
を
設
立
す
る
た
め
一
年
前
に
来
日
し
、
兵
庫
県
心

身
障
害
児
福
祉
』
協
会
と
手
を
組
ん
で
ホ
ー
ム
建
設
の
た
め
に
日
本

中
を
東
奔
西
走
し
、
や
っ
と
建
設
の
段
階
に
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
。

チ
ェ
シ
ャ
ー
財
団
は
一
九
四
八
年
に
身
障
者
の
自
立
の
家
〃
チ
ェ

シ
ャ
ー
ホ
ー
ム
〃
を
ロ
ン
ド
ン
郊
外
に
初
め
て
建
設
し
て
以
来
、

今
日
ま
で
に
英
国
内
九
十
カ
所
、
世
界
の
三
十
二
カ
国
に
百
五
十

カ
所
を
建
設
し
、
毎
年
十
二
カ
所
ず
つ
各
地
に
建
設
を
つ
づ
け
て

い
る
。
こ
の
財
団
の
考
え
方
は
、
身
障
者
を
患
者
と
し
て
み
る
の

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
普
通
の
人
間
と
し
て
み
る
こ
と
、
施
設
で

は
な
く
、
家
（
ホ
ー
ム
）
を
つ
く
る
こ
と
に
あ
る
。
ホ
ー
ム
の
建

設
に
は
も
っ
ぱ
ら
精
神
的
な
援
助
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
人
た

ち
が
、
そ
の
国
の
人
た
ち
の
た
め
に
ホ
ー
ム
を
建
設
し
て
い
く
手

助
け
を
し
つ
づ
け
て
い
る
。

「
チ
ェ
シ
ャ
ー
ホ
ー
ム
は
〃
家
庭
″
で
あ
り
、
こ
の
ホ
ー
ム
と
い

う
も
の
は
、
そ
の
中
に
住
ん
で
い
る
人
と
国
じ
よ
う
に
素
晴
し
い

も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
こ
と
は
、
身
障
者
が
何

を
失
な
っ
た
か
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
何
が
で
き
る
か
と
い
う
こ

と
で
す
。
人
間
と
し
て
の
可
能
性
を
見
い
だ
し
、
自
分
自
身
の
可

能
性
を
よ
り
実
り
豊
か
に
発
展
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
ト
ー
メ
イ
さ

ん
は
日
本
人
に
訴
え
つ
づ
け
、
次
の
チ
ェ
シ
ャ
ー
ホ
ー
ム
を
韓
国

に
建
設
す
る
た
め
、
六
月
の
中
頃
日
本
を
離
れ
て
い
っ
た
。
ト
ー

メ
イ
さ
ん
が
残
し
て
い
っ
た
チ
ェ
シ
ャ
ー
財
団
の
大
き
な
哲
学

は
、
日
本
に
建
設
さ
れ
る
身
障
者
の
自
立
の
家
の
中
に
近
い
将
来

か
な
ら
ず
実
現
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

2９

と
こ
ろ
が
今
度
訪
問
し
た
人
た
ち
の
話
を
聞
い
て
み
る
と
、

ハ
の
施
設
を
見
た
人
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
新
鮮
な

家
庭
復
帰
や
社
会
へ
出
て
自
立
す
る

い
印
象
を
受
け
な

をＩまて
と両ぜ

上フランスのチェシャーホームで（中央がカタリーナ・トー
メイさん）下オランダの身障者の村「ヘット・ドルプーi にて 施入
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岡本P A R T Ⅱ店
岡本阪急ビル
恋4 5 3 - 6 6 2 9

鈴蘭台店
神鉄鈴蘭台駅前
密5 9 1 2 8 1 4

サンロイヤルK O B E M i
三宮さんブラザ7 Ｆ
蜜3 3 2 2 3 5 0

岡本店
阪急岡本訳アロム2 Ｆ
恋4 5 2 - 5 4 0 9
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１１

お
申
込
み
は
「
た
か
は
し
も
う
出
版
会
」
（
月
刊
神
戸
っ
子
編
集
部
内
）

送
金
方
法
／
太
陽
神
戸
銀
行
三
宮
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
支
店
普
通
預
金
望
五
二
七
○
四
「
た
か
は
し
も
う
出

版
会
」
ま
た
は
月
刊
神
戸
っ
子
あ
て
現
金
送
金
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容
「
最
新
カ
ラ
ー
マ
ン
ガ
」
（
９
頁
）

「
笑
点
加
年
」
（
妬
頁
）
‐
似
顔
絵
一
○
○
人
」
魂
頁
）

「
ニ
ュ
ー
ス
マ
ン
ガ
家
の
一
日
」
（
４
頁
）

二
、
五
○
○
円

〔
送
料
二
○
○
円
）

た
か
は
し
も
う
笑
品
集

ニ
ュ
ー
ス
漫
画
〈
神
戸
新
聞
〃
笑
点
〃
〉
を

必
死
の
パ
ッ
チ
で
描
き
続
け
て
七
、
○
○
○
回
（
豆
○
年
）
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ス

三宮のど真中、ネオンサインきらび
やかな夜の繁華街の中央に位置する生
田神社の歴史は、遠く神功皇后の御代
に測るといわれていますそして現在
のこの場所に９世紀以来……つまり
1 0 0 0 年の間生田の森の神様は、神戸が
村から区へ、そして市へと発展してい
く日, 々をながめてなさったわけ。
さて５月例会は、「お坊さんシリー

ズ第２弾」で福田宮司をお招きして、
生田神社会館のおいしいお弁当（写真
をご覧下さい）と、特別にかつおのた
たきを宮司に御馳走になりつつ開かれ
た題して「生田の森の物語｣ 。初詣で
に始まり、夏まつり、恒例になった夜

1３１

Ｋ､Ｆ､Ｓ・news4２★神戸ファッション市民大学ＯＢによるグループ

＜神戸のファッション都市化をめざす＞
事務局／神戸市生爾区東町1 1 3 - 1

月刊神戸っ子内ＴＥＬ（0 7 8 ）3 3 1 - 2 2 4 6

細川童さんノーご／皿ハチ澄子 ' ｘ５画
毎年８月がとても楽しみ

という声が多い。今年も涼しい六甲山のてつぺん
で、優雅なエロス夜話を。神戸っ子に女体百景を
連戦して下さっている細川童さんを識師にお招き
いたします。哲学者の目による（とても面白おか
しい）エロス談鍵森羅万象の素は、あるいはエ
ロスなのかも？乞うご期待, 、

こ
れ
が
松
花
堂
弁
当

季
節
の
ち
ま
き
も
入
っ
て
と

て
も
美
味
で
し
た
。

●会員ニュー
市野木江充子さん
２つのファッショ
ンショー
①ＫＤＣのショー
５月3 0 日大阪の府民

労働センターであった
ＫＤＣ・秦砂丘子さん
のお弟子さんたちが、
力作を並ぺる毎年のこ
のショーに今年も作品
を２点出品されました。

５月例会

しなかったというはなし、そして戦時
中の炊き出しのことなど、愉快に宮司
はお話下さいました。( 流石1 0 0 0 年の歴
史を持つ鵬揚さ）たまには皆さんもお
参りにいらしたら？
季節のものを取り合わせた松花堂弁
当。ちまきの笹の香りが５月らしくて
美味でありました。

生 田の森の物語
福田義文生田神社宮司

行館の小屋掛け芝居、
そして秋まつりと、三
宮の中心地に位置して
いるせいか生田神社の
行事は、神戸っ子たち
に季節を教えてくれて
きました。
例えば去年、続いて
２回も事故にあった鳥
居のはなし、度, 々の洪
水でも生田の森は浸水
うはなし、そして戦時
ことなど、愉快に宮司

コウベファッションソサエティ

ＫＤＣのショーより

黒のシースルのニット。最近何年間か市野木さ
んの追求してこられたフェミニンなドレス。
②市野木江充子コレクション「一千一秒物語」
６月９日トアロードの外国倶楽部で、稲垣足穂

からテーマを取ったコレクション。ＳＦ的ファン
タジックな作品が多く、夢のあるショーになりま
した。
ｅ第６回ＫＦＳ総会
７月1 3 日（金）７ＰＭより4 , 0 0 0 円
豊巽会館1 0 Ｆレストランブーン
ＫＦＳも６年眉を迎えました。これを賎会に
( 去年の総会ですでに提案はありましたが）名輝
の整理を考えていますも会員であるならば、必ず
やご出席を。
●８月マンスリーサロン＜エロス＞

全員定記念写真生田神計全館２Ｆ

８月６日（月）７ＰＭより
六甲オリエンタルホテル
5,000円
一般の方6 , 0 0 0 0 円
識師/ 細川瞳さん〈哲学者＞
テーマ／Ｈ大学哲学夜話
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